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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像の記録を指示する記録指示手段と、
　セルフタイマーを設定可能とするセルフタイマー設定手段と、
　前記記録指示手段の記録指示に応じて映像を記録媒体に記録する通常記録、前記記録指
示手段の記録指示によらず映像を記憶媒体に一時的に記憶し、前記記録指示手段の記録指
示に応じて、前記記憶媒体に記憶されている映像及び記録指示後の映像を前記記録媒体に
記録するプレ記録、及び前記セルフタイマー設定手段で設定されたセルフタイマーのカウ
ント後に映像を前記記録媒体に記録するセルフタイマー記録を制御する記録制御手段と、
　前記通常記録および前記プレ記録のうちいずれで映像を記録するかを選択する記録設定
選択手段とを有し、
　前記記録制御手段は、前記プレ記録と前記セルフタイマー記録とを排他制御することを
特徴とする記録装置。
【請求項２】
　前記排他制御として、前記プレ記録が選択されている場合に、セルフタイマーによる映
像の記録を実行できないようにすることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
　前記排他制御として、前記プレ記録が選択され、セルフタイマー設定手段による設定が
された場合に、前記プレ記録から前記通常記録に切り替えることを特徴とする請求項１に
記載の記録装置。
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【請求項４】
　前記プレ記録から前記通常記録に切り替えがされた場合、セルフタイマーによる映像の
記録が終了した後に、前記通常記録から前記プレ記録に切り替えることを特徴とする請求
項３に記載の記録装置。
【請求項５】
　前記排他制御として、前記通常記録が選択され、前記セルフタイマー設定手段による設
定がされた場合に、前記通常記録から前記プレ記録に切り替えることができないようにす
ることを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項６】
　前記排他制御として、前記通常記録が選択され、前記セルフタイマー設定手段による設
定がされた場合に、前記プレ記録に切り替えると、前記セルフタイマー設定手段の設定を
解除することを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項７】
　映像の記録を指示する記録指示手段と、
　セルフタイマーを設定可能とするセルフタイマー設定手段と、
　前記記録指示手段の記録指示に応じて映像を記録媒体に記録する通常記録、前記記録指
示手段の記録指示によらず映像を記憶媒体に一時的に記憶し、前記記録指示手段の記録指
示に応じて、前記記憶媒体に記憶されている映像及び記録指示後の映像を前記記録媒体に
記録するプレ記録、及び前記セルフタイマー設定手段で設定されたセルフタイマーのカウ
ント後に映像を前記記録媒体に記録するセルフタイマー記録を制御する記録制御手段と、
　前記通常記録および前記プレ記録のうちいずれで映像を記録するかを選択する記録設定
選択手段とを有し、
　前記通常記録が選択されたときと、前記プレ記録が選択されたときとで、前記セルフタ
イマー設定手段が設定するセルフタイマーのカウントダウン時間を別設定とすることを特
徴とする記録装置。
【請求項８】
　前記プレ記録が選択されているときは、セルフタイマーの設定までの期間に前記記憶媒
体に記憶されている映像の時間を、前記通常記録を選択しているときのセルフタイマーの
カウントダウン時間から差し引いた時間を、セルフタイマーのカウントダウン時間とする
ことを特徴とする請求項７に記載の記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置等に関し、特に映像を記録媒体に記録するときの制御に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　映像を記録する装置として、例えばビデオカメラが挙げられる。ビデオカメラで映像を
記録するときは、撮影者が撮影開始したいときに開始ボタンを操作し、撮影を停止したい
ときに停止ボタンを操作するのが一般的である。このようなビデオカメラでは、撮影を開
始したときから、撮影を停止したときまでの期間の映像がビデオカメラに備わった記録媒
体に記録される。
【０００３】
　しかしながら、撮影したい場面は必ずしも記録中に訪れるとは限らないため、咄嗟に撮
影を開始したとしても、撮り損ねてしまうことがあった。特許文献１では、撮影待機状態
のときに映像を記録装置の記憶媒体に記憶し、記録開始指示を行ったときに、記憶媒体に
記憶された映像と記録開始指示を行った後の映像を記録媒体に記録することにより、撮り
損ねを防ぐ提案が行われている。
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１１５４１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ビデオカメラで映像を撮影する手段としては、撮影者が操作して記録を開始する以外に
、セルフタイマーによる撮影が挙げられる。セルフタイマーは、撮影者がセルフタイマー
を使って撮影を開始できるようにビデオカメラを設定した上で、撮影開始を指示すること
でタイマーのカウントダウンが始まり、カウントダウンが終了したときに実際の撮影が開
始される撮影手段である。セルフタイマーによる撮影では、ビデオカメラから離れた場所
にいる人物にタイマーの状態を通知するため、ＬＣＤパネル等の表示装置にタイマーのカ
ウントダウンを表示したり、音を鳴らしてカウントダウンの終了が近づいていることを通
知したりすることが多い。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１にある記録方法とセルフタイマーとを組み合わせて映像を記
録する場合、実際にはセルフタイマーのカウントダウン中の映像が記録されてしまうこと
になるため、カウントダウンと撮影との関係がわかりにくいという問題がある。つまり、
セルフタイマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映
像とが混同されるため、記録した映像において、映像記録のタイミングとそれ以前との関
係がわかりにくくなってしまう。
【０００７】
　また、セルフタイマーで、カウントダウン時に音で撮影タイミングを撮影者に通知する
カメラの場合、通知音が映像に記録されてしまうという問題がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、これらの課題を解決し、撮影開始前の映像を記録可能な記録装置に
おいて、映像記録のタイミングとセルフタイマーのカウントダウンとの関係のわかりにく
さを解消する記録装置等を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の記録装置は、映像の記録を指示する記録指示手段と、セルフタイマーを設定可
能とするセルフタイマー設定手段と、前記記録指示手段の記録指示に応じて映像を記録媒
体に記録する通常記録、前記記録指示手段の記録指示によらず映像を記憶媒体に一時的に
記憶し、前記記録指示手段の記録指示に応じて、前記記憶媒体に記憶されている映像及び
記録指示後の映像を前記記録媒体に記録するプレ記録、及び前記セルフタイマー設定手段
で設定されたセルフタイマーのカウント後に映像を前記記録媒体に記録するセルフタイマ
ー記録を制御する記録制御手段と、前記通常記録および前記プレ記録のうちいずれで映像
を記録するかを選択する記録設定選択手段とを有し、前記記録制御手段は、前記プレ記録
と前記セルフタイマー記録とを排他制御することを特徴とする。
　また、本発明の他の記録装置は、映像の記録を指示する記録指示手段と、セルフタイマ
ーを設定可能とするセルフタイマー設定手段と、前記記録指示手段の記録指示に応じて映
像を記録媒体に記録する通常記録、前記記録指示手段の記録指示によらず映像を記憶媒体
に一時的に記憶し、前記記録指示手段の記録指示に応じて、前記記憶媒体に記憶されてい
る映像及び記録指示後の映像を前記記録媒体に記録するプレ記録、及び前記セルフタイマ
ー設定手段で設定されたセルフタイマーのカウント後に映像を前記記録媒体に記録するセ
ルフタイマー記録を制御する記録制御手段と、前記通常記録および前記プレ記録のうちい
ずれで映像を記録するかを選択する記録設定選択手段とを有し、前記通常記録が選択され
たときと、前記プレ記録が選択されたときとで、前記セルフタイマー設定手段が設定する
セルフタイマーのカウントダウン時間を別設定とすることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、撮影開始前の映像を記録可能な記録装置において、セルフタイマーを
使って映像を記録するときに、映像記録のタイミングとセルフタイマーのカウントダウン
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との関係のわかりにくさを解消することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、添付の図面に基づいて詳細に説明する。
【００１２】
（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラの構
成を示すブロック図である。
【００１３】
　図１において、撮像部１は、光学系レンズ、ＣＣＤ等の撮像素子、オートフォーカス機
構、ズーム機構等からなる。撮像部１は、カメラ系制御部３の指示に従い、被写界に対し
て焦点や光量等を調整し、レンズを通して結像された被写界の光学像を映像信号に変換し
、カメラ信号処理部２に送出する。
【００１４】
　カメラ信号処理部２は、カメラ系制御部３の指示に従い、撮像部１からの上記映像信号
に所定の信号処理を施して、記録系信号処理部６に送出する。
【００１５】
　カメラ系制御部３は、マイクロコンピュータ等により構成され、システム制御部１４、
操作部１２の指示等によりカメラ系（撮像系）全体を制御する。操作部１２の一部は、カ
メラ系に関する各種スイッチ、ダイヤル（ＡＦオン／オフ、ＡＥオート／ロック、プログ
ラムＡＥ、ズーム等）類から構成され、操作者からの指示をシステム制御部１４を介して
カメラ系制御部３に送出する。
【００１６】
　信号処理部５は、記録系信号処理部６と再生系信号処理部７とから構成され、システム
制御部１４の指示により、様々な記録・再生信号処理を行う。記録系信号処理部６は、カ
メラ信号処理部２から出力された信号に対して、所定の信号処理を施してＶＴＲブロック
４に送出する。再生系信号処理部７は、ＶＴＲブロック４から再生された信号に所定の処
理を施し、画像変換部１０、スピーカ８に送出する。再生系信号処理部７は更に、システ
ム制御部１４から送られる文字情報、印刷範囲枠表示情報を映像信号にミックスし、液晶
パネル９に送出する。
【００１７】
　ＶＴＲブロック４は、メカ部、メカ駆動部、マイクロコンピュータを中心とするメカ・
サーボ制御部等から構成され、システム制御部１４の指示に従って、記録媒体１３への記
録・再生動作を行う。
【００１８】
　液晶パネル９は、映像信号を操作者に対して映像として映し出すと共に、文字や記号に
よる本体の各種情報の表示、メニュー設定時のガイド表示、印刷範囲枠表示等を行う。
【００１９】
　画像変換部１０は、システム制御部１４の指示により、再生系信号処理部７から再生信
号を、プリンタが認識できる画像ファイル（例えばＪＰＥＧ画像）に変換し、図示しない
外部デジタルＩ／Ｆ部に出力する。
【００２０】
　操作部１２の一部は、ＶＴＲ系、及び装置全体に関する各種スイッチ、ダイヤル類から
構成され、操作者からの指示をシステム制御部１４に送出する。各種スイッチとしては、
[↑][→],[↓],[←],[SET],[END],[PRINT],[MENU],[PLAY],[FF/REW],[STOP],[START/STOP
],[SELFTIMER]等で示された各種操作スイッチが含まれる。
【００２１】
　電源スイッチ１１は、装置本体の電源モード（カメラ／切／ＶＴＲ）を選択するための
スイッチであり、その状態をシステム制御部１４に送出する。
【００２２】
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　記憶媒体１５は、一時的にデータを記憶しておくことができる不揮発性メモリまたは揮
発性メモリなどで構成される一時次記憶媒体である。記録媒体１３は、撮像装置に内蔵、
若しくは着脱可能な記録媒体であり、ハードディスクドライブ、ＳＤメモリカード、ＤＶ
Ｄなど、記録装置の種類に応じて様々な形態がある。
【００２３】
　システム制御部１４は、上述した各部の各種機能を総合的に制御するマイクロコンピュ
ータ等から構成される。
【００２４】
　以上のような構成を有する本実施の形態に係るデジタルビデオカメラは、映像の記録方
法を複数備えている。以下、記録方法について説明する。
【００２５】
　先ず、第一の記録方法として、撮影者が操作部１２を操作して記録を開始したときから
、操作部１２を操作して撮影を停止するまでの期間の映像を記録媒体１３に記録する方法
がある。以後、この第一の記録方法を通常記録と呼ぶ。
【００２６】
　次に、第二の記録方法として、撮影者が操作部１２を操作する前から記憶媒体１５に映
像を循環的に記憶し続け、撮影者が操作部１２を操作して記録指示をすると、撮影を開始
した時点で記憶媒体１５に記憶されている映像を記録媒体１３に記録すると共に、記録指
示後から操作部１２を操作して撮影を停止するまでの期間の映像を記録媒体１３に記録す
る方法がある。以後、この第二の記録方法をプレ記録と呼ぶ。
【００２７】
　なお、これらの記録方法は、システム制御部１４が記録系信号処理部６やＶＴＲブロッ
ク４を制御することで実行される。このような構成は、本発明でいう記録制御手段の一構
成に対応するものである。また、通常記録またはプレ記録で映像を記録するかどうかは、
例えば操作部１２や記録装置のメニューから選択できるようになっている。このように記
録方法を選択できるようにする構成は、本発明でいう記録設定選択手段の一構成に対応す
るものである。また、これらの通常記録、プレ記録は、操作部１２の操作により開始され
るが、この場合、操作部１２は、本発明でいう記録指示手段の一構成に対応するものであ
る。
【００２８】
　また、本実施の形態に係るデジタルビデオカメラでは、セルフタイマーを設定可能とし
、セルフタイマーのカウント後に撮影を開始して映像の記録を行うことができる（セルフ
タイマー記録）。セルフタイマーの設定としては、操作部１２にあるスイッチでセルフタ
イマーのオン／オフを切り替える方法や、液晶パネル９にメニューを表示して、その中で
オン／オフを切り替え等の方法がある。このようにセルフタイマーを設定可能とする構成
は、本発明でいうセルフタイマー設定手段の一構成に対応し、またセルフタイマーのカウ
ント後の映像を記録させる構成は、本発明でいう記録制御手段の一構成に対応するもので
ある。
【００２９】
　次に、本実施の形態に係るデジタルビデオカメラの映像記録時の動作について、図２を
参照して説明する。図２は、プレ記録が選択されているときにセルフタイマーの設定を禁
止する動作を説明するフローチャートである。なお、以下で説明する動作は、システム制
御部１４がプログラムを実行することでなされる。
【００３０】
　先ずステップＳ１０１において撮影者がセルフタイマーを設定（ＯＮ）するための指示
をした場合、ステップＳ１０２においてシステム制御部１４は、プレ記録中であるかどう
かを判断する。ここで、プレ記録中であった場合はステップＳ１０４に進み、プレ記録中
でない場合はステップＳ１０３に進む。
【００３１】
　ステップＳ１０４においては、システム制御部１４は、セルフタイマーの設定を行わず
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に記録開始の指示が出るまで待機し続ける。また、ここでは撮影者がセルフタイマーの設
定をＯＮにしようとしたとき、設定ができないことを撮影者に通知するために液晶パネル
９に図３に示すような通知を出しても良い。
【００３２】
　そしてステップＳ１０４で記録開始の指示が検出された場合にはステップＳ１０５にお
いてシステム制御部１４は、セルフタイマーがＯＮでないことを確認した後、ステップＳ
１０８で映像の記録を開始する。
【００３３】
　一方、ステップＳ１０２でプレ記録が行われていない場合のステップＳ１０３において
は、システム制御部１４は、セルフタイマーをＯＮに設定し、装置内部でセルフタイマー
の撮影が開始できるようにセルフタイマーＯＮ状態にし、ステップＳ１０４に進む。
【００３４】
　そしてステップＳ１０４においては、システム制御部１４は、記録の開始指示を待機し
、開始指示を検出した場合にはステップＳ１０５でセルフタイマーのＯＮを確認した後、
ステップＳ１０６でセルフタイマーのカウントダウンを開始する。
【００３５】
　次にステップＳ１０７においてシステム制御部１４は、カウントダウンの終了を確認す
ると、ステップＳ１０８で実際の映像の記録を開始する。
【００３６】
　以上で、本発明の第１の実施の形態に係るデジタルビデオカメラを説明した。この第１
の実施の形態では、プレ記録を選択している間には、セルフタイマーによる撮影の設定を
できないようにして、プレ記録とセルフタイマーによる記録とを排他制御するようにして
いる。このような構成では、プレ記録により記録されるセルフタイマーのカウントダウン
時の映像とカウントダウン後の撮影により記録される映像とが混同されることがない。そ
のため、記録された映像における、映像記録のタイミングとセルフタイマーのカウントダ
ウンとの関係のわかりにくさを解消できることになる。また、セルフタイマーのカウント
ダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映像とが混同されないため、
セルフタイマーでカウントダウン時に音で撮影タイミングを撮影者に通知するカメラでも
通知音が映像に記録されてしまうことがない。また、セルフタイマーのカウントダウンを
ＬＣＤパネル等の表示装置に表示する場合には、プレ記録をしている場合にプレ記録時に
撮影されている映像が表示装置に表示されている構成が考えられる。しかし、本実施の形
態の構成では、プレ記録中に撮影された映像とカウントダウンの表示が混同することがな
いため、セルフタイマーによる撮影のタイミングがわかりにくくなることがない。
【００３７】
（第２の実施の形態）
　次に本発明の第２の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラを説明す
る。本実施の形態では、プレ記録が選択されているときにセルフタイマーが設定された場
合に、プレ記録を停止する動作を行う。なお、デジタルビデオカメラのシステム構成は、
第１の実施の形態と同様であるため説明は省略する。図４は、プレ記録が選択されている
ときにセルフタイマーが設定された場合に、プレ記録を停止する動作を説明するフローチ
ャートである。
【００３８】
　先ずステップＳ２０１において撮影者がセルフタイマーを設定（ＯＮ）するための指示
をした場合、ステップＳ２０２においてシステム制御部１４は、プレ記録中であるかどう
かを判断する。ここで、プレ記録中であった場合はステップＳ２０３に進み、プレ記録中
でない場合はステップＳ２０４に進む。
【００３９】
　ステップＳ２０３においては、システム制御部１４は、プレ記録の動作を停止して通常
記録を開始できる状態に切り替える。また、ここでは、プレ記録が解除されたことを撮影
者に通知するために、図５に示すような通知を液晶パネル９に出しても良い。
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【００４０】
　次に通常記録の状態に切り替わった後ステップＳ２０４においてシステム制御部１４は
、セルフタイマーを設定（ＯＮ）して、続いてステップＳ２０５において撮影者による記
録開始の指示を待つ。
【００４１】
　そしてステップＳ２０５で記録の開始指示が検出された場合にはステップＳ２０６にお
いてシステム制御部１４は、セルフタイマーのカウントダウンを開始し、ステップＳ２０
７でカウントダウンの終了を確認すると、ステップＳ２０８で記録を開始する。
【００４２】
　一方、ステップＳ２０２でプレ記録が行われていない場合にはステップＳ２０４におい
てシステム制御部１４は、セルフタイマーをＯＮに設定し、装置内部でセルフタイマーの
撮影が開始できるようにセルフタイマーＯＮ状態にし、ステップＳ２０５に進む。以降の
処理は、上述と同様のため説明を省略する。
【００４３】
　なお、上述したように、セルフタイマーをＯＮにするときにプレ記録を停止する場合は
、
セルフタイマーの撮影による映像の記録後、プレ記録の状態に戻しても良い。図６は、係
る動作を説明するフローチャートである。
【００４４】
　図６においては、先ずステップＳ２２０においてシステム制御部１４がセルフタイマー
による撮影終了指示を確認した後、ステップＳ２２１で記録を停止、その後ステップＳ２
２２でプレ記録を再開する。また、このように自動的にプレ記録を再開するような場合に
は、その旨を撮影者に通知するために、図７に示すような通知を液晶パネル９に出しても
良い。
【００４５】
　以上で、本発明の第２の実施の形態に係るデジタルビデオカメラを説明した。この第２
の実施の形態では、プレ記録を選択している間に、セルフタイマーによる撮影の設定をし
ようとした場合、プレ記録の動作を停止して、プレ記録とセルフタイマーによる記録とを
排他制御するようにしている。このような構成では、プレ記録により記録されるセルフタ
イマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録される映像とが混
同されることがない。そのため、記録された映像における、映像記録のタイミングとセル
フタイマーのカウントダウンとの関係のわかりにくさを解消できることになる。また、セ
ルフタイマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映像
とが混同されないため、セルフタイマーでカウントダウン時に音で撮影タイミングを撮影
者に通知するカメラでも通知音が映像に記録されてしまうことがない。また、セルフタイ
マーのカウントダウンをＬＣＤパネル等の表示装置に表示する場合には、プレ記録をして
いる場合にプレ記録時に撮影されている映像が表示装置に表示されている構成が考えられ
る。しかし、本実施の形態の構成では、プレ記録中に撮影された映像とカウントダウンの
表示が混同することがないため、セルフタイマーによる撮影のタイミングがわかりにくく
なることがない。
【００４６】
（第３の実施の形態）
　次に本発明の第３の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラを説明す
る。本実施の形態では、セルフタイマーが設定（ＯＮ）されているときに、プレ記録の開
始を禁止する動作を行う。なお、デジタルビデオカメラのシステム構成は、第１の実施の
形態と同様であるため説明は省略する。図８は、セルフタイマーがＯＮの設定になってい
るときに、プレ記録の開始を禁止する動作を説明するフローチャートである。
【００４７】
　先ずステップＳ３０１において撮影者がプレ記録を設定（ＯＮ）するための指示をした
合、ステップＳ３０２においてシステム制御部１４は、セルフタイマーが設定（ＯＮ）さ
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れているかどうかを判断する。ここでセルフタイマーが設定（ＯＮ）されていなければス
テップＳ３０３に進み、またセルフタイマーが設定（ＯＮ）されている場合はステップＳ
３０４に進む。
【００４８】
　ステップＳ３０３においては、システム制御部１４は、プレ記録の動作を開始し、その
後ステップＳ３０４に進む。またステップＳ３０２でセルフタイマーが設定（ＯＮ）され
ていない場合は、プレ記録の開始は行わずにステップＳ３０４に進み、記録開始の指示を
待つ状態になる。ここで、プレ記録を開始をしないときは、セルフタイマーが設定されて
いるときはプレ記録ができない旨を撮影者に通知するために、図９に示すような通知を液
晶パネル９に出しても良い。
【００４９】
　その後ステップＳ３０４においては、システム制御部１４は、記録開始の指示を待つ。
ここで、記録の開始指示があると、ステップＳ３０５においてセルフタイマーの設定がＯ
Ｎになっているかどうかを確認する。ここでセルフタイマーの設定がＯＮになっている場
合はステップＳ３０６においてシステム制御部１４はセルフタイマーのカウントダウンを
開始して、ステップＳ３０７でカウントダウンの終了を確認した後、ステップＳ３０８で
記録を開始する。
【００５０】
　一方、ステップＳ３０５でセルフタイマーが設定されていない場合にはステップＳ３０
８に進み、システム制御部１４は、カウントダウンを開始することなく記録を開始する。
【００５１】
　以上で、本発明の第３の実施の形態に係るデジタルビデオカメラを説明した。この第３
の実施の形態では、セルフタイマーの設定を行っている場合には、プレ記録の選択をでき
ないようにして、プレ記録とセルタイマーによる記録とを排他制御するようにしている。
このような構成では、プレ記録により記録されるセルフタイマーのカウントダウン時の映
像とカウントダウン後の撮影により記録される映像とが混同されることがない。そのため
、記録された映像における、映像記録のタイミングとセルフタイマーのカウントダウンと
の関係のわかりにくさを解消できることになる。また、セルフタイマーのカウントダウン
時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映像とが混同されないため、セルフ
タイマーでカウントダウン時に音で撮影タイミングを撮影者に通知するカメラでも通知音
が映像に記録されてしまうことがない。また、セルフタイマーのカウントダウンをＬＣＤ
パネル等の表示装置に表示する場合には、プレ記録をしている場合にプレ記録時に撮影さ
れている映像が表示装置に表示されている構成が考えられる。しかし、本実施の形態の構
成では、プレ記録中に撮影された映像とカウントダウンの表示が混同することがないため
、セルフタイマーによる撮影のタイミングがわかりにくくなることがない。
【００５２】
（第４の実施の形態）
　次に本発明の第４の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラを説明す
る。本実施の形態では、セルフタイマーがＯＮの設定になっているときに、プレ記録の開
始を指示された場合に、セルフタイマーを解除する動作を行う。なお、デジタルビデオカ
メラのシステム構成は、第１の実施の形態と同様であるため説明は省略する。図１０は、
セルフタイマーがＯＮの設定になっているときに、プレ記録の開始を指示されたときに、
セルフタイマーを解除する動作を説明するフローチャートである。
【００５３】
　先ずステップＳ４０１において撮影者がプレ記録を設定（ＯＮ）するための指示をした
場合、ステップＳ４０２においてシステム制御部１４は、セルフタイマーが設定（ＯＮ）
されているかどうかを判定する。ここで、セルフタイマーが設定（ＯＮ）されている場合
はステップＳ４０３に進み、セルフタイマーが設定（ＯＮ）されていない場合はステップ
Ｓ４０４に進む。
【００５４】
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　ステップＳ４０３においては、システム制御部１４は、セルフタイマーの設定を解除し
、その後ステップＳ４０４に進み、プレ記録を開始し、ステップＳ４０５に進む。なお、
ここで撮影者にセルフタイマーを解除したことを通知するために、図１１に示すような通
知を液晶パネル９に出しても良い。
【００５５】
　一方、ステップＳ４０２でセルフタイマーが設定（ＯＮ）されていない場合には、ステ
ップＳ４０４においてシステム制御部１４は、そのままプレ記録を開始し、ステップＳ４
０５に進む。
【００５６】
　ステップＳ４０５においては、システム制御部１４は、撮影者からの記録の開始指示を
待ち、指示を検出した場合はステップＳ４０６で記録を開始する。
【００５７】
　以上で、本発明の第４の実施の形態に係るデジタルビデオカメラを説明した。この第４
の実施の形態では、セルフタイマーの設定を行っている間に、プレ記録の設定を選択した
場合には、セルフタイマーの設定を解除して、プレ記録とセルフタイマーによる記録とを
排他制御するようにしている。このような構成では、プレ記録により記録されるセルフタ
イマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録される映像とが混
同されることがない。そのため、記録された映像における、映像記録のタイミングとセル
フタイマーのカウントダウンとの関係のわかりにくさを解消できることになる。また、セ
ルフタイマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映像
とが混同されないため、セルフタイマーでカウントダウン時に音で撮影タイミングを撮影
者に通知するカメラでも通知音が映像に記録されてしまうことがない。また、セルフタイ
マーのカウントダウンをＬＣＤパネル等の表示装置に表示する場合には、プレ記録をして
いる場合にプレ記録時に撮影されている映像が表示装置に表示されている構成が考えられ
る。しかし、本実施の形態の構成では、プレ記録中に撮影された映像とカウントダウンの
表示が混同することがないため、セルフタイマーによる撮影のタイミングがわかりにくく
なることがない。
【００５８】
（第５の実施の形態）
　次に本発明の第５の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラを説明す
る。本実施の形態では、通常記録時のセルフタイマーのカウントダウン時間とプレ記録時
のセルフタイマーのカウントダウン時間とを切り替えることによって、プレ記録時とセル
フタイマーカウントダウンの両立を図る動作を行う。なお、デジタルビデオカメラのシス
テム構成は、第１の実施の形態と同様であるため説明は省略する。図１２は、通常記録時
のカウントダウン時間とプレ記録時のカウントダウン時間を切り替える、換言すれば、別
設定とすることによって、プレ記録時とセルフタイマーカウントダウンの両立を図る動作
を説明するフローチャートである。
【００５９】
　先ずステップＳ５０１で撮影者がセルフタイマーを設定（ＯＮ）するための指示を出す
とステップＳ５０２においてシステム制御部１４は、セルフタイマーを設定（ＯＮ）にし
て待機状態に入る。
【００６０】
　次にステップＳ５０３においてシステム制御部１４は、記録開始の指示を待ち、指示を
検出した場合ステップＳ５０４において、セルフタイマーの設定がＯＮになっているかを
判断する。ここでセルフタイマーの設定がＯＮになっている場合はステップＳ５０５に進
み、そうでない場合はステップＳ５１０に進んで記録を開始する。
【００６１】
　ステップＳ５０５においては、システム制御部１４は、プレ記録中であるかどうかを判
断する。ここでプレ記録中、即ちセルフタイマーの設定がＯＮになっており且つプレ記録
中の場合はステップＳ５０６においてシステム制御部１４は、セルフタイマーのカウント
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ダウン時間をプレ記録で記憶媒体１５に記憶されている映像の時間だけ通常記録時のカウ
ントダウン時間から差し引いて設定する。例えば、プレ記録された映像の時間が４秒であ
り、通常記録時のセルフタイマーカウントダウン時間が１０秒であれば、プレ記録時のセ
ルフタイマーカウントダウン時間は６秒となる。
【００６２】
　一方、ステップＳ５０５で通常記録と判断される場合はステップＳ５０８においてシス
テム制御部１４は、セルフタイマーカウントダウンのカウントダウン時間を通常の設定の
ままで設定する。
【００６３】
　そしてセルフタイマー設定後はステップＳ５０８においてシステム制御部１４は、ステ
ップＳ５０６又はＳ５０７での設定に応じてカウントダウンを開始して、ステップＳ５０
９でカウントダウンを終了した後、映像の記録を開始する。
【００６４】
　なお、本実施の形態においてプレ記録の際のカウントダウン時間は、記憶媒体に記憶さ
れている映像の時間によらず固定の時間としても良い。
【００６５】
　以上で、本発明の第５の実施の形態に係るデジタルビデオカメラを説明した。この第５
の実施の形態で、セルフタイマーが設定されている場合に通常記録またはプレ記録中であ
るかどうかに応じて、通常記録時のセルフタイマーのカウントダウン時間とプレ記録時の
カウントダウン時間とを切り替えるようにしている。具体的には、プレ記録を選択してい
るときは、セルフタイマーの設定までの期間に記憶媒体１５に記憶されている映像の時間
を、通常記録を選択しているときのセルフタイマーのカウントダウン時間から差し引いた
時間を、カウントダウン時間とする。このような構成では、プレ記録により記録されるセ
ルフタイマーのカウントダウン時の映像とカウントダウン後の撮影により記録された映像
とが混同されるが、撮影を望んだタイミングを、通常時のセルフタイマーのカウントダウ
ン時間から逆算して認識できる。そのため、映像記録のタイミングとセルフタイマーのカ
ウントダウンの関係のわかりにくさを解消できることになる。
【００６６】
　以上、第１～５の実施の形態により本発明の好ましい実施の形態について説明したが、
本発明はこれらの実施の形態に限定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可
能である。
【００６７】
　また、本発明を実現するためには、上述した実施形態の機能を実現するソフトウェアの
プログラムコード（コンピュータプログラム）を記録した記憶媒体を用いても良い。この
場合には記憶媒体をシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュー
タ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し実行する
ことによって本発明の目的が達成される。
【００６８】
　この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自体が上述した実施形態の機能
を実現することになり、プログラムコード自体及びそのプログラムコードを記憶した記憶
媒体は本発明を構成することになる。
【００６９】
　プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フレキシブルディスク
、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ
、不揮発性のメモリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【００７０】
　また、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ上で稼動しているＯＳ（基
本システム或いはオペレーティングシステム）等が実際の処理の一部又は全部を行う場合
も含まれることは言うまでもない。
【００７１】
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　さらに、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機
能拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書き込まれ
てもよい。この場合には、書き込まれたプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張
ボードや機能拡張ユニットに備わるＣＰＵ等が実際の処理の一部又は全部を行ってもよい
。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る記録装置としてのデジタルビデオカメラの構成
を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態に係る、プレ記録が選択されているときにセルフタイ
マーの設定を禁止する動作を説明するフローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施の形態において、撮影者がセルフタイマーの設定をＯＮにし
ようとしたとき、設定ができないことを撮影者に通知するための表示例を示した図である
。
【図４】本発明の第２の実施の形態において、プレ記録が選択されているときにセルフタ
イマーが設定された場合に、プレ記録を停止する動作を説明するフローチャートである。
【図５】本発明の第２の実施の形態において、プレ記録が解除されたことを撮影者に通知
するための表示例を示した図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る、セルフタイマーをＯＮにするときにプレ記録
を停止し、セルフタイマーの撮影による映像の記録後、プレ記録の状態に戻す際の動作を
説明するフローチャートである。
【図７】本発明の第２の実施の形態において、自動的にプレ記録を再開するような場合に
、その旨を撮影者に通知する表示例を示した図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態に係る、セルフタイマーがＯＮの設定になっていると
きに、プレ記録の開始を禁止する動作を説明するフローチャートである。
【図９】本発明の第３の実施の形態において、プレ記録を開始をしないときに、その旨を
撮影者に通知する表示例を示した図である。
【図１０】本発明の第４の実施の形態に係る、セルフタイマーがＯＮの設定になっている
ときに、プレ記録の開始を指示されたときに、セルフタイマーを解除する動作を説明する
フローチャートである。
【図１１】本発明の第４の実施の形態において、セルフタイマーを解除したことを通知す
る表示例を示した図である。
【図１２】本発明の第５の実施の形態に係る、通常記録時のセルフタイマーカウントダウ
ン時間とプレ記録時のセルフタイマーカウントダウン時間を切り替えることによって、プ
レ記録時とセルフタイマーカウントダウンの両立を図る動作を説明するフローチャートで
ある。
【符号の説明】
【００７３】
１　撮像部
２　カメラ信号処理部
３　カメラ系制御部
４　ＶＴＲブロック
５　信号処理部
６　記録系信号処理部
７　再生系信号処理部
８　スピーカ
９　液晶パネル
１０　画像変換部
１１　電源スイッチ
１２　操作部
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１３　記録媒体
１４　システム制御部
１５　記憶媒体

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】
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